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Fig．　2　Analytical　composition　of　blast　furnace　slag，　pre－treated　slag　by　2，5N　HCI，　and　the
insoluble　end　products　obtained　from　the　slag　glasses　prepared　from　the　pre－treated　slag　after
the　heat　treatment　and　the　subsequent　acid　treatment　by　XRF　measurements．
逆にs，Ti（bでは、処理後の割合がほとんど変わらな
いか増加している感じなので、分相させてもボレv一一
トリッチ相に取り込まれない可能性があるように思
われる。いずれにしてもこの4成分に関しては、もっ
と多量に含ませたサンプルで評価すべきものであり、
今後の課題といえる。
　Fig．3には，バルク状のガラスをTg以上の温度で16
h熱処理し，2．5N塩酸で軽く洗った試料表面のSEM写
真を示している。ここで，sgbl　702℃16hはsgb1ス
ラグガラスを702℃で16h保持した試料を表す。写真
から，前処理した水馬スラグを用いたガラス（a）～（c）
では分相が確認できた。
　B203の添加量が減少するほどSiO2の割合が減少す
る原因をXRF測定結果とSEM写真とを合わせて考察
すると，B203添加量が減少するにつれて分相の様子
がはっきりしなくなることからB203の添加量が低い
領域では，ボレートリッチ相に取り込まれるCaOが
飽和に達しているために，ボレートリッチ相寄りの
シリカリッチ相にもCaOが存在していると考えられ
る。そのため，酸処理によりシリカ成分が溶出した
のであろう。
　着色成分であるMnO，　Fe203，　Cr203はXRF測定の結
果、処理後の割合は処理前に比べかなり減少してい
た。しかし、いずれも0．5mass％以下であり、測定誤
差を考慮すると数値自体は鵜呑みにはできない。そ
こで、分相によるこれらの着色成分の除去をより正
確に評価するために、光吸収スペクトル測定を行っ
た。Fig．4は1：水腫スラグを溶融しガラス化したも
の，2：熱処理前のs6b4ガラス，3：s6b4ガラスを655℃
で16h熱処理後、2．5N塩酸に72時間浸漬し溶け残った
固体の光吸収スペクトルを示している。サンプルは
いずれも粉末状のため、通常の透過法でなく拡散反
射測定により得たスペクトルを吸収スペクトルに変
換した。サンプル1，2では約3eV付近に3価の鉄による
吸収が見られたのに対し、処理を施したガラス（サン
プル3）では，可視光領域（約1．5～3eV）での吸収が見ら
（a）　sgbl－702℃一16h
　．℃慰∵1辮響
fo）　sth3．663℃一16h （c）　ssb5－650℃一16h
Fig．3　SEM　Photographs　of　the　（a）　sgb　l，　（b）　s7b3，　and　（c）　ssb5　slag　glasses　afier　the　heat　treatments
at　702，　663　and　650℃，　respectively，　for　16　hr．
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Fig．　4　Ctptical　absorption　spectra　of　1．　molten　slag，　2．　s6b4　slag　giass　before　heat　treatment
and　3．　s6b4　end　product　after　the　heat　treatment　and　the　subsequent　acid　treatment．
れないことから，分相により着色元素がほぼ完全に
取り除かれたことが分かる。目視で見ても、サンプ
ル3は二丁スラグで見られた薄い着色が消失した白
色の粉末（実際は無色透明であるが、光散乱のため白
く見える）であった。
　本研究で得られた白色固体は、SiQ割合が70～90
mass％と高く，着色元素がほぼ完全に取り除かれて
いるので、安定した組成のものが得られるようにな
れば、板ガラス，ロックウール，放射性廃棄物ガラス
固化体材料などの原料として幅広い用途があると考
えられる。
4．結　論
　高炉溶融スラグに加圧水等を用いて急冷すること
で得られる水砕スラグを前処理なしでそのまま用い
た分相実験では，全ての熱処理・酸処理条件において
ゲル体しか得られなかった。シリカ成分の組成変化
が大きくないことから分相が起こっていないと判断
した。・この原因として，水砕スラグ中に約50mass％
も存在するCaOの影響が挙げられ，ガラス中の多量
のCaOがSiO2やB203によるネットワーク形成を阻
み，反応性の高い非架橋酸素が多く生成していると
考えた。これによりSiO2成分も酸処理により溶出し，
溶液中でゲル化したものと考えられる。
　酸洗前処理した水砕スラグを用いた実験では，
XRF分析とSEM観察から分相が起こったと判断し
た。また，酸処理により，着色元素をほぼ完全に分
離・除去し，無色透明な固化体を得ることができた。
また，溶け残った固化体中のSiO2割合は70～go
mass％で，前処理したスラグの35　mass％から大幅に
高くなっていた。
　以上のように，水砕スラグを酸で前処理し，アル
カリ土類成分をある程度溶出させ，その割合を低下
させた後，B203を加えてガラス化し，分相熱処理＋
酸処理を施すことで，Sio2を主成分とする無色透明
な固化体を回収できた。これより，水砕スラグの再
資源化が可能な処理プmセスの開発に成功したと言
える。
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